
日本原子力発電（株）東海低レベル放射性廃棄物埋設事業所
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比較した参考イメージ図
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日本原子力発電（株）の覆土構造

保護工
（じゃかご等）

保護土層（砂又は砂質土（現地発生土を含む））

掘削抵抗性層

低透水性土層（極低透水性）

植生工

低透水性土層（低透水性）

遮水シート

降雨

放射性廃棄物層（塩素36含む） 放射性廃棄物層（塩素36含む）

降雨

審査チームが把握している一般的な覆土構造

排水層（排水機能）

保護土層（土）

表面流
（浸透抑制）

長所の例 短所の例

• 植生工による表面流と蒸発散が降雨に対して
浸透抑制機能を持つ

• 排水層と必要に応じて設置する遮水シートによ
る浸透抑制機能により、低透水性土層は極め
て低い透水性である必要はないことが想定され、
その場合、施工実現性の説明が容易である

• 植生工は最も一般的に用いられる

• 廃止措置の開始後の長期に亘り維持管理が
行われないことを踏まえた説明が必要である

長所の例 短所の例

• 廃止措置の開始後の長期に亘り維持管理が
行われないことを踏まえた設計となっており、
植生工と比較して説明が容易である

• 保護工（じゃかご等）は浸透抑制機能がさほど
期待できないことから、浸透量が多くなること
が想定される。その場合、低透水性土層を極
めて低い透水性にする必要性が生じることや
水位上昇に伴う諸影響（斜面の安定性等）を
考慮する必要性が生じる可能性がある

• 放射性廃棄物中に含む塩素36などの影響を
受け、基準値に対して裕度のない線量評価結
果となることが想定された場合など、線量評価
における状態設定等（掘削抵抗性層の排水能
力、侵食等）の説明が相対的に困難となる
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日本原子力発電（株）が審査会合
にて参考例として示した処分施設
※ただし、クライブは砂漠地域で
降水量が少なく、降水に係る自然
環境は異なる。

土木学会（平成30年）：新規制基準に対応した極低レベル放射性廃棄物処分施設概念と設計の考え方に関する研究第 I 分冊－
諸外国における極低レベル放射性廃棄物処分場に関する調査ー から抜粋し、一部加工している
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